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D
・
H
・
ロ
レ
ソ
ス
と

キ
ャ
サ
リ
ン
・
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド

　
　
ー
一
九
二
〇
年
二
月
の
書
簡
を
め
ぐ
つ
て
ー

井
　
上

義
　
夫

　
ジ
目
ン
・
ミ
ド
ル
ト
ン
・
マ
リ
（
－
o
チ
目
峯
巳
皇
g
o
自
呂
胃
『
｝
）
に
よ

れ
ぱ
、
一
九
二
〇
年
二
月
初
め
、
D
・
H
・
ロ
レ
ン
ス
は
、
当
時
「
メ
ン

ト
ン
で
ひ
と
り
病
ひ
を
養
つ
て
ゐ
た
」
キ
ャ
サ
リ
ン
・
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル

ド
（
肉
曽
ま
邑
畠
峯
昌
島
O
巨
）
の
許
に
、
「
怖
ろ
し
い
手
紙
」
を
送
り
つ

　
　
　
（
1
）

け
た
と
い
ふ
。
こ
の
手
紙
の
大
凡
の
内
容
は
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
マ

リ
宛
書
簡
に
よ
つ
て
窺
ひ
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
今
日
ロ
レ
ン
ス
か
ら
手
紙
が
届
い
た
。
私
の
顔
に
唾
を
吐
き
か
け
、

私
に
汚
物
を
投
げ
つ
け
て
、
言
言
ふ
の
。
「
お
前
に
は
む
か
く
す

る
。
自
業
自
得
の
肺
病
で
煮
立
つ
て
ゐ
る
お
前
に
は
、
ぞ
つ
と
す
る
。

…
－
イ
タ
リ
ア
人
が
お
前
と
関
り
に
な
ら
う
と
し
な
い
の
も
道
理
だ
」

と
。
そ
の
他
に
も
ま
だ
沢
山
あ
る
。
こ
れ
は
私
の
お
願
ひ
。
ー
あ
な

た
が
私
の
夫
な
ら
、
も
う
彼
を
弁
護
す
る
の
は
止
め
て
。
今
輪
際
、
紙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

面
で
讃
め
ち
ぎ
る
の
を
止
し
に
し
て
。
誇
り
を
持
つ
て
！
　
同
じ
手
紙

で
、
結
局
あ
な
た
は
「
汚
な
ら
し
い

つ
て
ゐ
る
の
よ
。
誇
ら
し
く
し
て
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
｛
）

の
、
絶
対
に
彼
を
許
さ
な
い
で
。

　
　
　
　
　
　
口
　
　
■
　
　
＾

、
小
つ
ぽ
け
な
み
み
ず
L
だ
と
言

こ
ん
な
こ
と
が
あ
つ
た
ん
で
す
も

　
問
題
の
ロ
レ
ン
ス
の
書
簡
を
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
が
回
送
し
て
き
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ヨ
）

き
、
マ
リ
は
直
ち
に
こ
れ
を
焼
き
去
て
た
と
回
顧
す
る
。
他
方
、
マ
リ
の

伝
記
を
著
し
た
F
・
A
・
リ
ー
（
■
雷
）
に
よ
れ
ぱ
、
一
九
三
二
年
七
月
十

一
日
の
マ
リ
の
日
記
に
は
、
「
お
前
は
胸
の
む
か
つ
く
爬
虫
類
だ
。
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

死
ん
で
し
ま
え
ぱ
い
い
」
と
い
ふ
文
章
が
書
き
写
さ
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
。

こ
こ
か
ら
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
伝
記
作
家
ア
ン
ト
ニ
ー
・
ア
ル
バ
ー

ズ
（
＞
目
甘
。
目
｝
＞
与
。
、
蜆
）
は
、
こ
の
時
点
す
な
は
ち
一
λ
ε
二
年
七
月
ま
で

ロ
レ
ン
ス
の
書
簡
は
マ
リ
の
手
許
に
あ
つ
た
と
推
測
す
る
。
つ
ま
り
、
明

ら
か
に
マ
リ
は
回
想
記
で
事
実
を
曲
げ
た
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
も
ま
た

マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
伝
記
作
家
ク
レ
ァ
・
ト
マ
リ
ン
（
O
巨
冨
H
O
昌
顯
－

冒
）
は
、
さ
ら
に
進
ん
で
、
問
題
の
書
簡
に
は
マ
リ
に
と
つ
て
都
合
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
o
）

悪
い
事
実
が
記
さ
れ
て
ゐ
た
と
示
唆
す
る
。
編
集
者
と
し
て
の
訓
練
の
賜

物
か
、
或
い
は
第
一
次
大
戦
中
、
情
報
局
の
検
閲
係
を
勤
め
た
折
の
習
性

か
ら
か
、
マ
リ
は
彼
自
身
と
彼
に
関
り
の
あ
つ
た
人
間
を
め
ぐ
る
資
料
の

抹
殺
と
部
分
的
抹
消
を
頻
々
と
行
な
ひ
、
そ
の
た
め
ロ
レ
ン
ス
の
こ
の
書

簡
も
、
最
悪
の
都
分
だ
け
が
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

　
因
み
に
、
『
ケ
ン
ブ
リ
ヅ
ジ
大
挙
版
ロ
レ
ン
ス
全
集
』
の
醤
簡
築
第
三

巻
の
編
者
は
、
ロ
レ
ン
ス
の
こ
の
書
簡
の
発
信
日
を
一
九
二
〇
年
二
月
六

日
と
推
定
し
、
引
用
出
典
を
マ
リ
の
編
集
に
な
る
『
ミ
ド
ル
ト
ン
・
マ
リ

宛
キ
ャ
サ
リ
ン
・
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
書
簡
集
　
一
九
＝
二
年
－
一
九
二
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二
年
』
四
七
〇
員
と
し
た
上
で
、
「
キ
ャ
サ
リ
ン
・
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド

は
、
一
九
二
〇
年
二
月
九
日
、
マ
リ
i
宛
の
手
紙
で
次
の
よ
う
に
報
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

ゐ
る
」
と
の
注
釈
を
付
し
て
上
記
書
簡
を
引
い
て
ゐ
る
。
と
こ
ろ
で
出
典

と
な
っ
た
書
簡
集
の
な
か
の
同
書
簡
の
推
定
日
付
は
二
月
九
日
で
は
な
く

　
　
　
　
　
＾
8
）

二
月
七
日
で
あ
る
。
一
方
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
『
目
記
』
の
一
九
二

〇
年
二
月
六
日
の
欄
に
は
、
「
ロ
レ
ン
ス
の
最
後
の
手
紙
と
J
〔
マ
リ
〕

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
o
）

カ
ら
の
返
信
あ
り
」
と
い
ふ
文
章
が
あ
る
。
従
つ
て
ロ
レ
ン
ス
の
書
簡
を

彼
女
が
落
手
し
た
日
付
は
、
二
月
六
日
と
推
定
し
て
よ
く
、
ロ
レ
ン
ス
の

書
簡
の
発
信
日
も
二
月
三
日
以
前
に
遡
る
こ
と
に
な
る
。

　
発
信
日
の
重
要
性
は
後
述
に
譲
る
と
し
て
、
」
紛
い
ロ
レ
ン
ス
の
伝
記

の
決
定
版
と
み
な
さ
れ
て
い
る
『
愛
の
高
僧
－
D
・
H
・
回
レ
ン
ス
の

生
涯
』
を
著
し
た
ハ
リ
ー
・
T
・
ム
ァ
（
＝
睾
｛
H
．
冨
8
冨
）
は
、
こ

の
手
紙
と
マ
リ
の
回
想
記
を
引
用
し
、
何
の
注
釈
も
加
へ
ぬ
ま
㌧
、
「
カ

　
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
テ
ウ
手
イ

リ
フ
島
の
ロ
レ
ン
（
肱
は
、
平
生
に
も
ま
し
て
不
機
嫌
だ
つ
た
や
う
で
あ

る
」
と
だ
け
記
し
た
。
マ
リ
の
回
想
と
は
、
「
キ
ャ
サ
リ
ー
ン
宛
の
こ
の

手
紙
は
あ
↓
．
｛
り
に
法
外
か
つ
極
悪
非
道
で
あ
つ
た
か
ら
、
私
は
彼
〔
ロ
レ

ン
ス
〕
に
書
を
送
り
、
彼
が
許
さ
れ
ざ
る
罪
を
犯
し
た
こ
と
、
私
は
本
心

か
ら
、
私
達
が
二
度
と
目
見
え
る
こ
と
が
な
い
や
う
希
望
し
て
ゐ
る
こ
と
、

と
い
ふ
の
も
も
し
再
会
す
れ
ば
私
は
彼
を
打
郷
す
る
羽
目
に
な
る
こ
と
、

を
述
べ
た
の
で
あ
つ
快
」
と
い
ふ
、
『
D
・
H
・
回
レ
ン
ス
の
思
ひ
出
』

　
　
　
　
　
　
　
（
］
）

の
な
か
の
文
章
で
あ
る
。

　
一
九
八
四
年
十
二
月
十
三
日
、
『
タ
イ
ム
ズ
紙
』
（
§
軸
§
§
臼
）
の
書

評
欄
は
、
紙
面
上
半
分
の
四
コ
ラ
ム
分
を
全
集
版
ロ
レ
ン
ス
書
簡
集
第
三

巻
の
書
評
に
当
て
た
。
曹
評
担
当
者
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
フ
ェ
ン
ト
ン
（
盲
－

昌
。
岨
内
㎎
岬
自
）
が
最
初
に
引
用
し
た
の
は
、
マ
リ
が
「
汚
な
ら
し
い
小

さ
な
み
み
ず
の
や
う
な
こ
と
を
し
て
ゐ
る
」
と
い
ふ
マ
リ
弾
劾
の
書
簡
の

一
部
〈
一
九
二
〇
年
一
月
三
十
日
付
〉
、
二
番
目
の
引
用
は
マ
ン
ス
フ
ィ

ー
ル
ド
宛
の
問
題
の
書
簡
で
あ
る
。
フ
ェ
ン
ト
ン
は
か
う
書
く
。

　
彼
〔
ロ
レ
ン
ス
〕
は
、
彼
女
〔
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
〕
の
病
ひ
が
彼

女
自
身
の
せ
ゐ
だ
と
思
つ
て
ゐ
た
。
そ
れ
な
ら
ぱ
彼
の
病
ひ
も
自
分
の

せ
ゐ
だ
と
思
つ
た
の
で
あ
ら
う
か
。
そ
の
答
へ
は
第
七
巻
に
見
出
す
こ

と
に
な
る
で
あ
ら
う
。
こ
の
巻
に
お
け
る
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
ヘ
の
言

及
の
う
ち
、
最
後
に
近
い
も
の
に
、
『
人
々
を
威
圧
す
る
た
め
息
絶
え

く
の
最
後
の
足
警
を
し
て
ゐ
る
一
と
い
ふ
の
が
あ
る
。
彼
は
、
一

ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
病
ひ
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
才
能
を
も
羨
ん
だ
よ

う
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
フ
ニ
ン
ト
ン
は
、
ロ
レ
ン
ス
の
生
前
に
喧
し
く
、
一
九
五
〇

年
代
に
も
頻
り
に
流
布
さ
れ
た
「
讃
望
」
「
嫉
妬
」
の
権
化
た
る
ロ
レ
ン

ス
像
を
な
ぞ
り
、
彼
を
欄
笑
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
「
卑
し
い
」
階
層
の
出

身
者
ロ
レ
ン
ス
に
対
す
る
優
越
感
を
確
認
す
る
と
い
ふ
手
垢
に
ま
み
れ
た

術
策
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
。
彼
は
言
は
ぱ
、
こ
の
三
十
年
閲
の
撤
密
な

考
証
と
研
究
の
成
果
を
帳
消
し
に
し
よ
う
と
す
る
。
高
い
志
か
ら
さ
う
す

る
意
図
を
私
は
評
価
す
る
。
あ
た
か
も
興
信
所
の
調
査
に
似
た
伝
記
研
究

と
草
稿
の
検
討
は
、
い
つ
の
日
か
根
本
か
ら
覆
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
改

め
て
文
学
研
究
と
は
何
か
と
問
ひ
直
す
目
は
、
も
う
真
近
に
迫
つ
て
ゐ
る

が
、
フ
ェ
ン
ト
ン
は
た
だ
読
者
の
下
心
を
く
す
ぐ
る
た
め
に
さ
う
す
る
。
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『
タ
イ
ム
ズ
』
紙
の
こ
の
書
評
は
、
恰
も
第
一
次
大
戦
中
「
敵
性
外
国
人

狩
り
一
に
葬
し
て
ロ
レ
一
レ
ス
を
蟹
さ
芙
嚢
躍
喬
紙
の
蟹

さ
へ
術
沸
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　
幸
ひ
な
こ
と
に
、
一
八
八
O
年
代
に
生
を
享
け
、
第
一
次
大
戦
に
よ
り

近
代
ヨ
ー
ロ
ツ
バ
文
明
の
終
末
を
目
撃
し
、
現
代
と
い
ふ
時
代
の
根
本
を

問
う
た
文
学
者
た
ち
の
事
跡
は
、
日
々
刻
々
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

そ
れ
が
二
十
数
年
前
か
ら
始
つ
た
こ
と
は
奇
と
す
る
に
足
り
な
い
。
T
．

S
エ
リ
オ
ッ
ト
を
除
け
ば
、
彼
ら
自
身
と
彼
ら
の
配
偶
者
が
す
べ
て
鬼
籍

に
入
つ
た
た
め
、
も
は
や
生
前
の
不
祥
事
を
糊
塗
し
、
過
去
を
隠
匿
す
る

必
要
が
な
く
な
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
マ
リ
と
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
に
関
し

て
も
、
彼
ら
の
生
前
が
、
フ
ェ
ン
ト
ン
が
前
提
し
て
ゐ
る
（
か
の
，
こ
と

き
）
清
純
無
垢
な
も
の
で
な
か
つ
た
事
実
は
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
に
関

る
二
冊
の
伝
記
と
、
一
九
八
四
年
に
出
版
さ
れ
た
『
ド
ロ
シ
ー
．
ブ
レ
ヅ

（
B
）
ト
伝
』
が
白
日
の
下
に
曝
し
た
の
で
あ
る
。

　
モ
ナ
コ
の
東
八
キ
ロ
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
、
海
岸
の
保
養
地
メ
ン
ト
ン
が

あ
る
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
が
こ
の
土
地
の
療
養
所
に
入
つ
た
の
は
一
月

二
十
一
日
の
こ
と
で
あ
る
が
、
彼
女
は
生
涯
の
「
伴
侶
」
と
な
つ
た
女
性

ア
イ
ダ
・
ベ
イ
カ
ー
（
H
島
団
昆
胃
）
を
従
へ
て
ゐ
た
か
ら
、
マ
リ
の
記

述
と
は
異
な
り
、
「
ひ
と
り
」
で
は
な
か
つ
た
。
そ
の
彼
女
の
も
と
に
ロ

レ
ン
ス
の
手
紙
が
屈
い
た
の
は
既
に
述
べ
た
，
こ
と
く
二
月
六
日
で
あ
る
。

ロ
レ
ン
ス
の
当
時
の
滞
在
地
カ
プ
リ
か
ら
船
で
ナ
ポ
リ
に
運
ば
れ
、
ロ
ー

マ
を
経
て
再
ぴ
積
み
変
へ
ら
れ
る
郵
便
物
の
経
路
と
、
一
月
末
ま
で
続
い

た
ス
ト
ラ
イ
キ
の
余
波
等
を
考
へ
れ
ぱ
、
こ
の
書
簡
が
二
月
三
日
以
降
に

投
函
さ
れ
た
と
考
へ
る
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
。
ま
づ
二
月
二
日
以
前
に

書
か
れ
た
と
思
は
れ
る
が
、
一
月
三
十
日
に
は
、
フ
ェ
ン
ト
ン
が
そ
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L
た
t

部
を
引
用
し
た
次
の
や
う
な
マ
リ
宛
書
簡
が
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

親
愛
な
る
ジ
ャ
ヅ
ク
、

　
君
の
手
紙
と
オ
ス
ペ
ダ
レ
ソ
テ
ィ
か
ら
転
送
さ
れ
た
返
却
原
稿
を
受

取
つ
た
。
（
H
篶
邑
く
＆
く
昌
二
〇
事
鶉
豊
己
竺
8
、
。
庁
自
、
目
。
O
串
、
暮
－
、
蜆
一

｛
o
…
彗
ら
＆
守
o
冒
○
｛
＆
饅
－
o
葦
・
）
溝
が
「
そ
の
原
稿
を
好
ま
な
か

つ
た
」
こ
と
は
疑
ふ
べ
く
も
な
い
。
ダ
ー
ビ
シ
ャ
ー
か
ら
送
つ
た
の
を

好
ま
な
か
つ
た
の
と
同
じ
や
う
に
。
し
か
し
真
実
の
帰
す
る
と
、
一
ろ
は
、

君
が
汚
な
ら
し
い
小
さ
な
み
み
ず
で
、
汚
な
ら
し
い
小
さ
な
み
み
ず
の

や
う
に
振
舞
つ
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
な
の
だ
。
し
か
し
こ
れ
だ
け
は
最

後
に
言
つ
て
お
く
。
私
は
そ
の
こ
と
を
知
つ
て
ゐ
る
し
、
そ
ん
な
二
と

は
今
に
始
ま
つ
た
こ
と
で
も
な
い
。
さ
う
し
て
二
人
の
間
で
こ
の
こ
と

は
挑
榊
さ
せ
て
お
く
。
私
は
君
を
汚
な
ら
し
い
小
さ
な
み
み
ず
だ
と
考

へ
る
、
と
い
ふ
こ
と
を
。
だ
か
ら
、
ど
こ
へ
で
も
好
き
な
と
こ
ろ
に
、

君
の
汚
な
い
悪
意
（
き
冒
冒
）
を
残
し
て
行
け
ぱ
い
い
（
パ
）
い
づ
れ
に
せ

よ
、
我
々
は
何
が
ど
う
な
る
か
を
知
つ
て
ゐ
る
の
だ
か
ら
。

　
オ
ス
ペ
ダ
レ
ッ
テ
ィ
は
、
イ
タ
リ
ア
と
フ
ラ
ン
ス
の
国
境
の
東
側
十
キ

ロ
余
り
の
と
こ
ろ
に
あ
る
村
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
一
月
二
十
一
日

に
こ
の
村
か
ら
国
境
の
西
約
十
キ
ロ
の
と
こ
ろ
に
あ
る
フ
ラ
ン
ス
の
メ
ン

ト
ン
に
移
つ
た
、
マ
リ
は
、
前
年
十
二
月
十
六
日
か
ら
こ
の
年
の
一
月
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蛆
〕

日
ま
で
オ
ス
ペ
ダ
レ
ッ
テ
ィ
に
滞
在
し
て
ゐ
る
。

o
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返
却
さ
れ
た
複
数
の
原
稿
が
何
で
あ
つ
た
か
は
確
定
で
き
な
い
。
そ
の

内
の
一
篇
が
、
一
九
一
九
年
の
十
一
月
末
か
十
二
月
初
め
、
フ
ィ
レ
ン
ッ

呈
か
ら
回
レ
ン
ス
が
送
っ
た
「
ダ
ビ
デ
」
（
、
、
b
署
己
．
．
）
で
あ
る
こ
と
は

ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
。
「
ダ
ー
ピ
シ
ャ
ー
か
ら
送
つ
た
」
原
稿
と
は
、
少
年

の
頃
飼
つ
て
ゐ
た
兎
を
め
ぐ
る
「
ア
ド
ル
フ
」
（
．
、
＞
α
o
－
｛
二
）
で
あ
ら
う
。

一
九
一
九
年
三
月
、
当
時
『
ア
シ
i
ナ
ム
』
（
」
き
§
§
§
）
の
編
集
長
と

な
つ
た
ぱ
か
り
の
マ
リ
か
ら
投
稿
依
頼
を
受
け
た
ロ
レ
ン
ス
は
、
「
無
署

名
あ
る
い
は
ベ
ン
．
ネ
ー
ム
を
使
つ
て
も
構
は
な
い
」
と
書
い
て
、
最
犬

限
の
譲
歩
と
協
カ
の
姿
勢
を
示
し
つ
㌧
、
「
鳥
の
囎
り
」
（
、
オ
巨
邑
ぎ
O
筍
9

里
、
旦
、
．
）
と
「
ア
ド
ル
フ
」
を
送
つ
た
が
、
マ
リ
は
前
者
を
匿
名
で
掲
載
し
、

後
渚
昨
づ
い
て
は
、
掲
職
拒
否
の
事
務
的
な
手
紙
を
寄
越
し
た
に
す
ぎ
な

か
つ
た
。
（
「
ア
ド
ル
フ
」
と
共
に
、
少
年
時
代
に
飼
つ
た
犬
の
こ
と
を
扱

っ
た
「
レ
ヅ
ク
ス
」
（
、
。
射
異
、
、
）
が
送
ら
れ
、
こ
の
二
篇
が
「
デ
イ
ヴ
イ

ド
」
と
一
緒
に
カ
プ
リ
島
の
ロ
レ
ン
ス
に
返
却
さ
れ
た
可
能
性
も
考
へ
ら

れ
る
）
。

　
当
時
ロ
レ
ン
ス
は
赤
貧
洗
ふ
が
如
き
日
々
を
送
つ
て
ゐ
た
か
ら
、
こ
の

事
件
を
契
機
に
、
一
度
は
修
復
す
る
兆
を
見
せ
た
マ
リ
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー

ル
ド
と
ロ
レ
ン
ス
の
関
係
は
急
速
に
悪
化
し
た
。
一
九
一
九
年
十
月
一
日

（
推
定
）
コ
テ
リ
ァ
ン
ス
キ
宛
書
簡
で
、
ロ
レ
ン
ス
が
「
K
〔
キ
ャ
サ
リ

ー
ン
〕
が
虫
に
喰
は
れ
て
死
ん
で
了
ふ
や
う
に
祈
ら
う
」
と
書
い
、
削
の
は

そ
の
た
め
で
あ
る
が
、
に
も
拘
ら
ず
十
一
月
二
十
四
日
（
推
定
）
、
ロ
レ

ン
ス
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
様
子
を
知
ら
せ
る
書
簡
を
オ
ス
ベ
ダ
レ
ッ
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
珊
〕

イ
の
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
に
送
つ
た
。
（
「
ダ
ビ
デ
」
の
原
稿
が
同
じ
と
き

に
送
ら
れ
た
可
能
性
は
大
き
い
。
）
つ
ま
り
そ
れ
は
、
ロ
レ
ン
ス
に
と
つ

て
、
マ
リ
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
と
の
関
係
修
復
の
最
後
の
試
み
で
あ
つ

た
。

　
ロ
レ
ン
ス
は
、
原
稿
却
下
に
は
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
も
ま
た
関
与
し
て

ゐ
る
と
考
へ
た
筈
で
あ
る
。
こ
の
推
測
は
、
毎
週
『
ア
シ
ー
ナ
ム
』
の
小

説
の
書
評
を
掴
当
し
て
ゐ
た
の
が
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
つ
た
以
上
、

自
然
な
推
測
で
あ
る
。
事
実
三
力
月
ほ
ど
後
、
『
ニ
ュ
ー
・
エ
イ
ジ
』
時

代
に
彼
女
と
親
し
か
つ
た
ベ
ァ
ト
リ
ス
・
ヘ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
（
｝
魯
弐
8

両
芭
蜆
饒
自
o
目
）
が
編
集
所
宛
に
投
稿
を
希
望
す
る
旨
書
き
送
つ
た
こ
と
が
あ

る
。
マ
リ
は
直
ち
に
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
に
伺
ひ
を
立
て
、
彼
女
の
電
報

に
接
し
て
掲
讐
一
切
見
合
諾
方
針
を
と
り
、
・
遺
憾
婁
ら
・
と
い

ふ
「
事
務
的
な
手
紙
」
を
書
い
た
。
ロ
レ
ン
ス
が
受
取
つ
た
の
と
同
じ
趣

き
の
手
紙
で
あ
り
、
そ
の
理
由
は
、
ヘ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
が
彼
女
の
陰
口
を

叩
い
て
ゐ
る
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
あ
つ
た
。

　
事
実
間
題
と
し
て
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
が
ロ
レ
ン
ス
の
原
稿
却
下
に

関
与
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
解
ら
な
い
。
一
見
マ
リ
は
巧
妙
に
立
ち
回
つ

た
よ
う
に
見
え
る
が
、
こ
の
両
者
の
本
能
的
と
言
ふ
ぺ
き
独
善
と
詐
術
は
、

甲
乙
つ
け
が
た
い
も
の
が
あ
る
。
こ
こ
に
そ
の
詳
細
を
書
き
連
ね
る
余
裕

は
な
い
が
、
後
の
ロ
レ
ン
ス
の
人
生
に
関
連
す
る
事
柄
を
記
せ
ぱ
、
例
へ

ぱ
問
題
の
ロ
レ
ン
ス
の
書
簡
に
つ
い
て
告
げ
た
二
月
六
日
（
推
定
）
の
手

紙
で
、
彼
女
は
夫
で
あ
る
マ
リ
に
対
し
、
愛
情
が
足
り
な
い
と
言
つ
て
か

き
く
ど
い
て
ゐ
た
。

　
さ
や
う
な
ら
。
こ
の
間
の
私
の
手
紙
へ
の
返
事
に
は
ひ
ど
く
失
望
し

て
ゐ
る
け
れ
ど
、
私
は
そ
れ
に
耐
へ
ね
ぱ
か
少
が
い
の
ね
。
恥
る
と
こ

353
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ろ
は
な
い
、
と
あ
な
た
は
言
ふ
。
私
は
恥
ぢ
て
な
ど
ほ
し
く
な
い
の
。

二
十
ポ
ン
ド
の
お
金
も
、
手
に
入
り
次
第
送
つ
た
と
言
ふ
。
「
二
月
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム

日
が
遅
す
ぎ
た
」
と
。
二
十
ポ
ン
ド
な
ど
地
獄
に
落
ち
ろ
、
だ
。
ど
う

や
ら
あ
な
た
は
、
血
を
流
し
た
人
間
の
や
う
に
思
つ
て
ゐ
る
み
た
い
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

が
が
は
出
来
る
限
り
の
こ
と
を
し
た
。
だ
の
に
運
命
と
お
れ
の
妻
は
待

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

つ
て
く
れ
な
い
、
と
。
そ
れ
は
ま
つ
た
く
の
嘘
。
私
の
欲
し
い
の
は
愛

憎
と
共
感
と
理
解
。
二
月
一
日
ま
で
、
す
つ
か
ら
か
ん
だ
っ
た
の
？

あ
な
た
に
は
何
も
解
ら
な
い
だ
ら
う
と
思
ふ
と
、
ま
る
で
悪
夢
の
や
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蜘
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
な
た
の
も
の
　
ウ
ィ
グ
よ
り

　
マ
リ
は
そ
の
回
想
記
で
、
あ
た
か
も
ロ
レ
ン
ス
の
手
紙
が
マ
ン
ス
フ
ィ

ー
ル
ド
を
打
ち
の
め
し
、
そ
の
死
期
を
早
め
た
か
の
よ
う
に
述
べ
る
。
無

論
さ
う
で
な
か
つ
た
こ
と
を
彼
は
知
つ
て
ゐ
た
筈
で
あ
る
。
問
題
の
手
紙

が
屈
い
た
二
月
六
日
の
彼
女
の
日
記
は
、
「
ロ
レ
ン
ス
の
最
後
の
手
紙
と

J
〔
マ
リ
〕
か
ら
の
返
信
あ
り
」
と
い
う
文
章
の
あ
と
、
「
馬
鹿
ま
る
（
拙

し
の
医
者
」
か
ら
診
察
を
受
け
た
と
い
ふ
類
の
文
章
が
続
く
に
す
ぎ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
　
ル

他
方
三
日
後
の
二
月
九
日
に
は
、
「
地
獄
。
ジ
ャ
ヅ
ク
〔
マ
リ
〕
か
ら
手

紙
。
余
り
と
言
え
ぱ
余
り
。
朝
ぢ
ゆ
う
泣
く
。
牛
後
陽
な
た
に
坐
り
、

「
あ
あ
！
　
陽
差
が
と
て
も
暖
く
、
夏
の
や
う
。
万
事
休
す
。
私
の
夢

　
　
　
　
（
羽
〕

は
正
し
か
つ
た
」
と
あ
る
。

　
右
の
手
紙
は
二
月
七
日
付
（
推
定
）
の
マ
リ
の
手
紙
を
指
す
が
、
そ
の

中
で
彼
は
、
最
近
「
集
中
力
が
純
つ
た
」
た
め
「
仕
事
に
も
愛
情
に
も
努

カ
を
要
す
る
よ
う
に
な
つ
た
」
と
認
め
、
己
れ
の
欠
点
を
詫
ぴ
な
鮒
㌻
も
、

「
結
局
は
、
私
た
ち
が
離
れ
て
ゐ
る
の
が
い
け
な
い
の
だ
」
と
書
い
た
。

　
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
お
そ
ら
く
同
じ
日
、
「
煩
悶
」
（
』
轟
ミ
淳
寺
）

と
い
う
小
説
風
の
文
章
を
日
記
に
書
き
込
ん
だ
。

－
－
・
・
残
酷
な
1
身
の
毛
の
よ
だ
つ
氷
の
や
う
な
冷
酷
さ
。
二
度
と
自

分
に
は
想
像
力
が
あ
る
な
ど
と
言
は
な
い
で
－
1
b
二
度
と
、
自
分
に

は
愛
す
る
能
カ
が
あ
り
、
憐
み
が
あ
る
と
言
は
な
い
で
。
あ
な
た
は
、

永
久
に
私
を
傷
つ
け
る
言
葉
を
口
に
し
た
の
。
私
は
歩
み
続
け
ね
ば
な

ら
な
い
け
れ
ど
、
あ
な
た
の
た
め
に
生
涯
の
傷
を
負
つ
た
の
。
（
中
酪
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
曲
れ

　
彼
は
、
彼
が
私
を
愛
し
て
ゐ
る
と
思
ふ
か
ど
う
か
尋
ね
、
「
己
を
捨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

て
な
い
で
く
れ
」
と
言
ふ
が
、
ま
る
で
完
全
に
そ
の
〔
捨
て
ら
れ
る
〕

用
意
が
で
き
て
ゐ
る
か
の
や
う
。
彼
女
は
電
文
を
書
き
お
ろ
す
。
彼
は

私
を
殺
し
て
ゐ
る
、
寿
命
を
縮
め
て
ゐ
る
。
彼
は
白
由
に
な
り
た
い

　
　
　
　
　
　
（
眺
）

－
そ
れ
が
す
ぺ
て
。

　
好
意
的
に
見
れ
ぱ
、
死
期
の
近
い
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
夫
の
愛
惰

を
確
め
よ
う
と
し
て
絶
望
的
な
試
み
を
繰
り
返
し
て
ゐ
る
や
う
に
見
え
る
。

そ
の
過
敏
な
神
経
は
、
マ
リ
の
書
簡
の
行
間
を
透
視
し
て
、
彼
女
を
な
い

が
し
ろ
に
す
る
心
を
探
り
当
て
る
。
他
方
マ
リ
は
、
妻
の
期
待
に
応
へ
よ

う
と
し
て
奮
闘
し
な
が
ら
、
思
は
ず
陳
を
見
せ
て
し
ま
う
か
の
．
一
一
と
く
で

あ
る
。
例
へ
ぱ
二
人
の
住
む
家
を
捜
す
目
的
で
、
マ
リ
が
週
末
に
ブ
軸
）
ヅ

ク
ス
を
歩
き
回
り
、
丘
陵
地
帯
の
素
晴
し
さ
に
つ
い
て
書
き
送
る
と
（
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

月
二
十
六
日
（
推
定
）
）
、
彼
女
は
「
怖
ろ
し
く
傷
ρ
鮒
ら
れ
」
た
カ
ら

「
も
う
手
紙
は
書
か
な
い
で
せ
う
よ
」
と
マ
リ
宛
に
書
く
（
一
月
三
十
一

日
）
。
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か
つ
て
ロ
レ
ン
ス
夫
妻
が
住
ん
で
い
た
プ
ル
バ
ラ
（
勺
巨
ぎ
冒
轟
｝
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
テ
リ

メ
イ
ネ
ル
家
を
訪
ね
た
折
に
、
「
こ
の
家
は
む
ろ
ん
宮
殿
だ
。
…
か
う

い
ふ
人
達
の
窟
が
僕
は
撲
し
い
と
告
白
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
僕
た
ち
が
、

彼
ら
よ
り
ず
つ
と
よ
く
し
。
て
住
め
る
種
類
の
家
な
の
だ
」
と
マ
リ
は
彼
女

　
　
　
（
町
）

に
知
ら
せ
た
（
一
九
一
五
年
二
月
十
六
日
）
。
そ
の
種
の
小
屋
を
千
五
百

ポ
ン
ド
を
払
つ
て
で
も
買
取
ら
う
と
し
て
、
後
は
週
末
に
は
家
探
し
に
奔

走
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
す
で
に
外
出
も
白
由

に
な
ら
な
い
彼
女
へ
の
気
遣
ひ
を
忘
れ
、
広
大
な
サ
セ
ッ
ク
ス
の
自
然
を

調
歌
し
て
ゐ
る
夫
に
我
慢
が
な
ら
ぬ
ー
－
・
そ
う
考
へ
ら
れ
さ
う
だ
が
、

真
相
は
実
は
別
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
書
簡
の
最
後
に
、
「
お
金
の
具
合
は

ど
う
だ
1
ど
う
か
知
ら
せ
て
ほ
し
い
」
と
だ
け
書
い
た
夫
の
神
経
に
耐

へ
ら
れ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
彼
女
は
、
メ
ン
ト
ン
引
越
し
に
伴
ふ
経
費

を
勘
定
に
入
れ
、
マ
リ
が
、
「
も
ち
ろ
ん
月
に
十
ポ
ン
ド
を
提
供
す
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蝸
〕

と
言
つ
て
く
れ
る
と
恩
つ
て
ゐ
た
。
こ
の
頃
に
は
年
額
三
百
ポ
ン
ド
に
増

額
さ
れ
て
ゐ
た
父
親
か
ら
の
援
助
も
、
彼
女
が
「
怪
物
」
と
呼
ぴ
「
人
殺

　
　
　
　
（
釦
〕

し
」
と
罵
つ
た
ア
イ
ダ
■
ベ
イ
カ
ー
を
待
ら
せ
て
の
療
養
生
活
に
は
十
分

で
は
な
か
つ
た
か
ら
、
夫
で
あ
る
マ
リ
の
援
助
を
期
待
し
た
の
で
あ
る
。

ア
イ
ダ
・
ベ
イ
カ
ー
は
、
結
婚
後
も
マ
リ
は
「
決
し
て
」
キ
ャ
サ
リ
ー
ン

　
　
サ
誼
■
6

を
「
扶
養
し
な
か
つ
た
」
と
書
い
て
ゐ
る
。
「
一
緒
に
住
ん
で
ゐ
た
と
き
、

彼
ら
は
費
用
を
切
半
し
、
厳
密
に
帳
尻
り
を
合
は
せ
。
た
。
む
ろ
ん
時
折
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
削
）

プ
レ
ゼ
ン
ト
の
交
換
は
し
た
け
れ
ど
」
と
い
ふ
の
が
彼
女
の
国
想
で
あ
る
。

つ
ま
り
金
銭
は
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
に
と
つ
て
、
夫
の
愛
惰
と
切
り
離

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

せ
な
い
必
須
の
要
件
で
あ
つ
た
。
他
方
、
そ
れ
に
気
づ
か
な
い
か
の
、
こ
と

、

き
マ
リ
が
、
彼
女
に
宛
て
た
毘
大
な
書
簡
集
が
示
す
や
う
に
、
妻
の
幸
福

を
願
ひ
な
が
ら
誠
心
誠
意
を
尽
し
て
ゐ
た
の
か
と
云
へ
ぱ
さ
う
で
も
な
い
。

マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
読
み
が
適
中
し
て
ゐ
た
こ
と
は
、
の
ち
に
ロ
レ
ン

ス
と
深
い
関
り
を
も
つ
女
性
ド
ロ
シ
ー
・
ブ
レ
ヅ
ト
の
伝
記
が
出
版
さ
れ
、

彼
女
の
手
記
が
公
表
さ
れ
た
い
ま
は
否
定
す
ぺ
く
も
な
い
。
彼
女
と
マ
リ

の
間
に
特
異
な
意
識
が
芽
生
え
た
の
は
こ
の
頃
の
こ
と
で
あ
り
、
三
月
八

日
に
な
る
と
「
私
が
君
を
愛
し
て
ゐ
る
こ
と
を
溝
は
知
つ
て
ゐ
る
。
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
脱
）

は
君
が
私
を
愛
し
て
ゐ
る
こ
と
を
私
が
知
つ
て
ゐ
る
の
と
同
じ
だ
」
と
い

ふ
手
紙
が
書
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
二
人
の
関
係
に
気
づ
い
た
マ
ン
ス
フ

ィ
ー
ル
ド
が
、
「
襟
首
の
汚
れ
た
、
歯
に
膜
の
か
か
つ
た
」
三
十
七
歳
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
肥
〕

「
ヒ
ス
テ
リ
ー
」
症
の
女
へ
の
呪
誼
を
、
ひ
そ
か
に
ノ
ー
ト
に
書
き
こ
む

の
は
八
月
第
三
週
の
こ
と
で
あ
る
。

　
い
ま
マ
リ
の
た
め
に
弁
じ
れ
ば
、
彼
が
プ
レ
ッ
ト
に
慰
め
を
求
め
た
時

期
は
、
妻
の
糖
凝
に
苛
ま
れ
た
時
期
と
重
な
つ
て
ゐ
る
。
事
柄
の
性
質
上
、

両
者
の
原
因
と
結
果
は
判
別
し
が
た
い
の
で
あ
る
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
島
胆
て

か
ら
の
手
紙
の
調
子
に
周
章
た
マ
リ
は
、
二
月
九
日
付
（
推
定
）
書
簡
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
胴
）

一
月
分
の
収
支
報
沓
を
行
な
つ
た
。
妻
に
知
ら
せ
て
ゐ
な
か
つ
た
ス
ー
ツ

の
購
入
（
六
ポ
ン
ド
六
シ
リ
ン
グ
分
）
が
発
覚
し
た
こ
と
を
別
に
す
れ
ぱ
、

月
十
ポ
ン
ド
以
上
を
生
命
保
険
の
掛
金
に
費
し
て
ゐ
る
点
が
、
い
か
に
も

マ
リ
ら
し
い
。
こ
の
十
ポ
ン
ド
を
妻
の
た
め
の
出
費
に
充
て
て
ゐ
れ
ぱ
、

果
し
て
二
人
の
伸
は
破
綻
し
な
か
つ
た
か
ど
う
か
ー
1
b

　
ア
ル
バ
ー
ズ
に
よ
れ
ぱ
、
彼
女
が
結
核
に
加
へ
、
淋
病
感
染
の
事
実
を

知
ら
さ
れ
た
の
は
、
ロ
レ
ン
ス
が
ハ
ム
ス
テ
ッ
ド
の
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
．
ヴ

ィ
ラ
に
彼
女
を
見
舞
つ
た
直
後
、
一
九
一
八
年
十
二
月
の
こ
と
で
あ
る
と

　
（
髄
）い
ふ
。
以
降
、
完
全
に
行
動
の
自
由
を
奪
れ
た
彼
女
は
、
狭
い
空
間
に
押
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し
込
め
ら
れ
た
ま
㌧
、
生
来
の
意
志
の
カ
と
巧
妙
な
術
策
で
他
人
の
人
生

を
掘
乱
し
つ
・
、
、
小
説
執
筆
の
糧
と
す
る
し
か
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

　
　
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
約
三
年
後
、
フ
ォ
ン
■
テ
ン
ブ
ロ
ー
に
あ
る
グ

ル
ジ
ェ
ィ
ェ
フ
（
Ω
8
お
0
H
く
昌
〇
三
g
Ω
自
邑
－
－
亀
）
の
療
養
所
で
喀
血

し
て
死
ん
だ
。
マ
リ
が
見
舞
に
訪
れ
た
夜
の
こ
と
で
あ
る
。
ロ
レ
ン
ス
は
、

一
九
二
五
年
十
二
月
、
妻
の
重
態
を
知
ら
せ
る
電
報
を
受
け
取
つ
て
イ
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
珊
）

リ
ァ
に
急
行
す
る
男
を
主
人
公
に
し
た
短
篇
小
篇
「
徴
笑
」
（
、
、
ω
昌
旨
、
、
）

を
書
い
た
。
「
い
つ
も
自
分
の
し
た
い
や
う
に
し
て
き
た
」
妻
オ
フ
ェ
リ

ァ
は
、
か
つ
て
夫
で
あ
る
マ
シ
ュ
ー
を
「
愛
し
、
頑
な
に
な
り
、
十
二
度

も
彼
の
許
を
去
り
、
頼
り
な
げ
に
な
る
か
、
蔑
む
か
、
憤
慨
す
る
か
し
て
、

十
二
度
も
夫
の
許
に
戻
つ
て
き
た
。
」
そ
の
妻
の
死
体
を
眼
前
に
し
た
マ

シ
ュ
ー
は
、
い
ま
込
み
上
げ
て
く
る
徴
笑
を
抑
へ
る
こ
ど
が
で
き
な
い
。

そ
の
微
笑
は
、
や
が
て
オ
フ
ェ
リ
ァ
の
死
を
看
取
つ
た
尼
僧
達
に
も
感
染

す
る
が
、
彼
女
達
は
ふ
と
、
才
フ
ェ
リ
ァ
の
口
元
に
「
皮
肉
な
」
徴
笑
み

が
浮
ん
で
ゐ
る
の
を
認
め
て
吃
驚
す
る
。
「
オ
フ
ェ
リ
ァ
に
は
彼
が
見
え

た
の
だ
わ
」
と
眩
い
て
祈
藤
に
入
る
、
と
い
ふ
話
で
あ
る
。
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